
3週間ぶり反発、中東情勢に揺れ動く
NY原油先物相場は、1バレル＝97.00ドルまで切り返した後、90ドル台中盤まで反落する不安定な値動

きになった。週前半はイスラエルとレバノンの間で攻撃の応酬があったことが材料視され、原油相場は

強含みの展開になった。イランはレバノンでの軍事衝突を理由に米国との和平協議を停止するなど、混

乱は広がりを見せた。しかし、週後半はイスラエルとレバノンが停戦履行で合意したことを受け、上げ

幅を削る展開になった。為替相場がドル高に振れたこともネガティブ材料。前週比では3週間ぶりに上

昇した。

トランプ米大統領は、イランとの交渉が「最終段階」にあるとの見方を示した。しかし、イランのアラ

グチ外相は、協議にほとんど進展がみられないと報告している。また、イスラム教シーア派組織「ヒズ

ボラ」は、停戦の受け入れを拒否しており、高レベルの先行き不透明感が維持されている。情報が錯綜

しており、原油相場も瞬間的な乱高下を繰り返す展開が続いている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月29日時点）は、原油が前週797万バレル減、ガソ

リンが336万バレル増、石油精製品が250万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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イラン情勢に一喜一憂が続く、トレンドが定まりづらい
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【展望】

イラン情勢に強く依存する展開が続く。前週はイスラエルと

レバノンの交戦が原油相場を押し上げる場面もみられたが、

米国とイランの和平合意に対する期待感も強く、ボックス相

場内での乱高下が続いている。足元の需給はひっ迫しており、

在庫の取り崩しが続けば、本格的な調達難に陥る「オイル

ショック」に発展するリスクもある。ホルムズ海峡の封鎖解

消の見通しが立たない場合には、改めて100ドル台に乗せる

可能性がある。

一方で、米国とイランの和平合意に対する期待感が高まれば、

将来の供給増加見通しから80ドル台後半まで軟化する可能性

がある。イスラエルが改めて交戦状態に陥らず、米国とイラ

ンの双方から和平合意の実現に向けた楽観的な動きが報告さ

れると、上値の重い展開になろう。基調としては、和平合意

実現後のリスクプレミアム剥落による値下がりが想定される

が、上下双方に明確なトレンドを形成するのは難しい状況が

続く。先行き不透明感の強さから、イラン情勢に関する動き

に瞬間的な反応を繰り返す展開が続きやすい。

価格上昇リスクとしては、ホルムズ海峡の封鎖長期化が警戒

される。このまま原油供給が大きく落ち込んだ状態が続けば、

アジア地区では原油・石油製品の調達が困難となり、経済危

機に発展する国も出てくる見通しだ。どのタイミングで臨界

点を迎えるのかが焦点になる。一方、石油需要環境にも大き

なダメージが発生していること、中国が原油調達量を抑制し

ていることが、原油相場の上値を圧迫している。需要環境が

一段と悪化した状態で、ホルムズ海峡の封鎖解消に向けた見

通しが強まると、リスクプレミアム剥落の動きが加速しやす

くなる。
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